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飯舘村実地研修の記録
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大田原高等学校SSC
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1．ごあいさつ

今回、飯舘村実地研修では、大きく分けて、長泥地区、図図倉庫の見学、
空間放射線量測定、放射能濃度測定、埋設土壌の放射線量測定、堆肥作
り体験、ドロえもんクイズ大会、復興についてのディスカッションを行いました。今回
から、福島県立白河高校と福島県立安積高校の生徒や先生方にも参加して
いただき、昨年度よりも充実した研修となりました。
私の中で一番印象に残った活動は、復興についてのディスカッションです。今

回からの初めての試みでした。参加者それぞれの復興に対する考えや姿勢が垣
間見え、非常に面白く有意義な時間となりました。
東日本大震災に関する問題はまだまだ残っております。今後、東日本大震災

を直接経験していない世代も増えていくなかで、この研修の役割は大きいと考え
ます。他校生も巻き込んでいきながら飯舘村実地研修を今後も継続していくこと
で、問題を自分事として捉え、考えられることのできる人が少しでも増えていくことを
願っております。

SSC部長 2年 小山田 洸太
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1．ごあいさつ
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飯舘村での実地研修は、今年で6回目を迎えます。私の高校時代の同級生
である三森謙次君が校長を務めていた際、SSH（スーパーサイエンスハイスクー
ル）に採択され、「何か特徴的な活動を加えたい」と相談を受けたことがきっかけ
でした。私は2011年から取り組んでいた飯舘村での活動を教材として提案し、こ
の研修が始まりました。
この研修で重視しているのは、「実際に現場を見て、現場の真の問題を自ら

発見し、それを解決するために主体的に学ぶ学習（FPBL：Field and Problem-Based 
Learning）」です。これまで、飯舘村のフィールドで放射線量を測定したり、大田原
と飯舘村のコメ・野菜・土壌中の放射性セシウム濃度を自分たちで測定し、そ
のデータに基づいて考察する活動を実践してきました。
今回（第6回）の最大の特徴は、大田原高校と福島県内の高校生が合同

で研修に参加し、ワークショップを通じて福島が抱える課題について共に議論し
た点にあります。福島県では、除染土を大熊町や双葉町の中間貯蔵施設に保
管し、2045年までに県外で処分することが法律で定められていますが、その計
画は思うように進んでいません。
このような状況下で、隣県である栃木県の大田原高校の生徒が、福島県の

高校生とともに議論を深めることは、非常に意義のある取り組みといえます。今
後も大田原高校がリーダーシップを発揮し、福島県外の同世代の高校生を巻
き込みながら、飯舘村での実地研修をさらに充実させていくことを期待しています。

東京大学大学院
農学生命科学研究科 教授 溝口勝

（本校OB）



1．ごあいさつ

何よりも、高校生が現地の実情を肌で感じ、主体的に学ぶ姿が印象的でした。
長泥地区見学では、放射線を除去しながらの農業がいかに大変かを、現地の人
から熱心に聞く姿が印象的でした。
また実習活動では、話を聞くだけでなく、堆肥作りや放射線測定などに熱心に

取り組む様子も見られました。
さらに、夜に行われたディスカッション。復興の定義を考え意見を交わすことは、

「自分ごととして課題を捉える」非常に貴重な契機になっているようでした。クイズにも
積極的に参加する様子から、貪欲に知識を吸収し、学ぼうとする姿勢が見て取れ
ました。
高校生は、知識を日々の勉強で蓄えていても、現場での体験がどうしても不足し

がちです。だからこそ、主体的に動きながら、問題を抱えた現場で考えを巡らせる
経験は、非常に有意義なものだったと感じています。知識を吸収しようとする熱意
は、５年前の大高生よりも十分に持っていると感じました。その興味・好奇心を忘れ
ず、日々の生活や勉強を楽しむことを期待しています。

東京大学4年 鈴木健
（令和2年度卒 本校OB）
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変わるもの、変わらないもの
昨年9月、母校の研修の一環として、福島県相馬郡飯舘村を4年ぶりに訪れた。

前回は立入禁止だった区域にも足を踏み入れることができるようになり、コンビニに
は車が増え、新しく整備された施設が目を引く。それらは「日常」の確かな断片であ
り、この地が力強く息吹を吹き返しつつあることを感じさせた。
しかし、道路脇に立つ線量計の数字は、目に見えない放射線の存在を静かに

告げている。数値は下がったとはいえ、黒い土嚢袋に詰められた除染土は今も一
部に積み上げられたままだ。時間は流れ、景色は変わっても、「あの日」の影は完
全には消えない。
復興とは何か。震災前に戻ろうとすることだろうか。この二日間の研修で最も印

象的だったのは、複数の高校の生徒たちが、「復興とは何か」について語り合って
いた姿である。彼らが飯舘村というキャンバスに未来を描き、新たな価値を創造し
た時、また復興への一歩を歩んだのではないだろうか。
飯舘村は今、以前にも増して力強いかつての姿を取り戻そうと歩み続けていた。
ただ、故郷を想い、未来を見据え、信じるもののために「今」を生きる。その姿勢は
きっと変わらない。その想いこそが、これからも飯舘村を支えていくのだろう。

東京大学1年 池田康成
（令和5年度卒 本校OB）



2．飯舘村実地研修の概要

1．目的
A) 東日本大震災や東京電力福島第一原子力発電所事故について理解を深
めると共に防災や減災、復興のあゆみについて学ぶ。

B) 農地再生の取組の見学や現地での実習・体験活動を通して、放射線及び
土壌除染に関する知識・技術を学ぶ。また、福島県飯舘村の現状を知ると共
に、農業IoTの科学技術に関する理解を深める。

C) 他校との交流事業を通して、自分たちの未来を創造し発信することができる次
世代の復興を担うための素地を築く。

2．期日
令和6年9月21日（土）～22日（日）

3．会 場
福島県相馬郡飯舘村及び、双葉郡双葉町

４．参加者
〇栃木県立大田原高等学校：生徒39名、引率教員4名 計43名
＜内訳＞

SSC自然科学班・数学班生徒15名（2年9名、1年6名）
SSC天文班生徒8名（2年5名、1年3名）
有志の生徒16名（2年10名、1年6名）

〇福島県立安積高等学校：生徒7名（2年7名）、引率教員1名 計8名
※21日参加

〇福島県立白河高等学校：生徒4名（2年4名）、引率教員1名 計5名
〇その他（和歌山県立向陽高等学校教員1名、三重大学大学院院生1名）

５．現地講師
認定NPO法人 ふくしま再生の会 、溝口勝氏（東京大学大学院農学生命科学
研究科 教授）、TA（東京大学学生2名）、環境省福島地方環境事務所、
合同会社MARBLiNG

６．引率教員
大田原高校：加藤信行（本研修担当）、藤原和人、倉島郁乃、佐藤さくら
安 積 高 校：平山陽子
白 河 高 校：大槻涼太 ※敬称略

７．移動手段

大型バス1台（大田原高校生徒）
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2．飯舘村実地研修の概要

８．研修内容
〇交流事業①：飯舘村（長泥地区、図図倉庫）見学
〇交流事業②：空間放射線量測定、放射能濃度測定、堆肥作り体験、

埋設土壌の放射線量測定、カメラ設置体験など、班に分かれ
てローテーションで活動を実施
※課題研究等を実施する班は体験学習をする生徒と別行動

〇交流事業③：ドロえもんクイズ大会・取組紹介など
〇交流事業④：復興ディスカッション（高校生復興応援企画・共同研究等）

テーマ：復興に向けて自分たちができること
各会場：交流事業②ふくしま再生の会事務所

（福島県相馬郡飯舘村佐須滑87）
交流事業③宿泊体験館きこり会議室

（福島県相馬郡飯舘村深谷市沢166-6）

９．日 程
21日（土）：1日目
6:50 大田原高校集合
7:00 大田原高校出発（大型貸切バス）

※参加校は各校の行程で出発し、現地集合
9:30 長泥地区コミュニティーセンター着、各校合流
9:30～11:00 交流事業①（飯舘村長泥地区見学）
11:30～12:00 図図倉庫見学及び開会式（於 図図倉庫）

※途中、2グループに分けて昼食及び見学（約20分）
第1グループ：各高校10名程度
12:00頃～昼食、12:30頃～見学
第2グループ：大田原高校30名程度
12:00頃～見学、12:20頃～昼食

12:00～13:00 昼食（於 道の駅までい館）
13:00～16:30 交流事業②

（各種実習・体験活動 於 ふくしま再生の会事務所）
16:30 道の駅までい館コンビニで夕食及び翌日の朝食を購入

宿舎（宿泊体験館きこり）へ移動 ※安積高校は帰路
18:00～19:00 夕食（於 宿泊体験館きこり会議室）
19:00～20:00 交流事業③（夜間研修 於 宿泊体験館きこり会議室）
20:00 各宿舎へ移動（行程：風と土の家→COCODA）
22:00～ 就寝

-6-



2．飯舘村実地研修の概要

22日（日）：2日目
6:30 起床・朝食（各宿泊施設で朝食）
8:00 宿舎発（行程：8:00頃 COCODA → 8:30頃 風と土の家）
9:00～11:30 交流事業④

（復興ディスカッション 於 宿泊体験館きこり会議室）
11:30～12:30 昼食（までい工房美彩恋人 弁当）
12:30～14:00 振り返り・閉会式
14:30 道の駅までい館で休憩後、飯舘村発

※白河高校は帰路
16:00～17:00 東日本大震災・原子力災害伝承館（双葉町）着、

施設見学
17:00 伝承館発（道の駅なみえ休憩）
20:00 大田原高校着

10．宿 舎
〇宿泊体験館きこり（農業研修館きらり）
〒960-1802 福島県相馬郡飯舘村深谷市沢166-6 TEL：0244-42-1012

〇風と土の家
〒960-1815 福島県相馬郡飯舘村佐須字557 TEL：0244-32-1063

〇ゲストハウスCOCODA
〒960-1721 福島県相馬郡飯舘村飯樋字原358 TEL：070-1159-9690

〇農家民宿「古今呂（こころ）の宿 福とみ」
〒960-1721福島県相馬郡飯舘村飯樋大橋180 TEL：024-597-6059

11．食事計画
〇 21日 昼：道の駅までい館（各自） 夜：道の駅までい館コンビニ（各自）
〇 22日 朝：前日に各自購入 昼：弁当（までい工房美彩恋人）
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私達は「飯舘村実地研修」に参加し、震災や除去土壌の問題、今

後の復興についてディスカッションを行った。この飯舘村実地研修は1泊2

日で行われ、1日目の最初には飯舘村長泥地区環境再生事業を見学

した。長泥地区は2023年に避難指示が解除された地区である。研修中、

私は放射線測定器を持っていたため、長泥地区の放射線量を測定して

みたところ、基準値を大幅に下回っており、大田原とほぼ変わらない放

射線量であった。この見学では主に除去土壌の再生利用について学ぶ

ことができた。

3-1.長泥地区見学

天文班 2年 沼田 悠真
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私は、そこで「未来」を見た。一見廃墟に見えるこの倉庫には、飯舘村

の仕事を支える数多の若者が集まっている。そこで私たちは、飯舘村の

過去と未来を見た。開拓後ではなく、地球を包む宇宙の始まりから。私

はそこで、人間と自然の調和を感じた。人間も自然も元来、宇宙から来

たものなのだから、本質的には似た者同士なのである。だからこそ、私た

ちは、人間とはもちろん、自然とも歩みを同じくし、復興に向かわなければ

ならないと思う。

3-2.図図倉庫

自然科学班 2年 大金 泰士
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今回の体験活動では、放射能濃度測定、埋設土壌の放射線量測

定、堆肥作り体験、ブドウ収穫体験をする予定であった。しかし、生憎の

天気であったためブドウ収穫体験ではなく監視カメラ設置体験を行った。

アプリを入れるだけでスマホからいつでもカメラを確認できるようになるのが

とても便利だと思った。埋設土壌の放射線量測定をした場所は溝口勝

教授が私たちに測定を任せてくれている場所であるので来年度以降も

継続して測定してほしい。

3-3.各種実習・体験活動

自然科学班 2年 郡司 鉄郎
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3-4.各種実習・体験活動

私は、飯舘村の体験活動の中で、SSH課題研究の活動としてキノコの

採集をした。近くの山に行き、ふくしま再生の会の菅野様にご指導をいた

だきながら多種多様なキノコを採ってきた。山の中はまだあまり整備されて

おらず、山の奥に入るほど放射線量は高くなっていた。これにより、改めて

飯舘村の現状について認識することができた。道中を車で送ってくれたり、

キノコ採集を手伝ってくださったりした飯舘村の村民の方々の優しさが感じ

られた。

自然科学班 1年 相田 凌太
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夕食の和やかな雰囲気が、徐々に緊張感を帯びてきた。そう、「ドロえ

もんクイズ大会」が始まるのだ。この大会は、ドロえもん博士(溝口勝教授)

が執筆した土壌と放射線に関する解説書から、早押し形式で問題が出

題されるのだ。事前に1人1冊配られ、行きのバスの中では誰もが熱心に

読み込んでいた。

大会の様子はまさに熱狂そのものだった。問題が読み上げられるや否

や、半分も読み終わらないうちに皆が我こそはと手を挙げる。命がけでク

イズ大会に臨む男たちの様子はいささかシュールな光景であった。私はな

んとか正解を重ね、同率1位との決勝戦を征し、クイズ大会優勝を勝ち

取った。自分を含め多くの者が「勝ちたい」という思いから解説書を熟読

していたが、そのおかげで私たちの原発事故や放射能への理解は確実

に深まったと感じる。来年以降の1、2年生にもぜひともこの熱狂を通じた

学びを体験してほしい。

3-5.夜間研修

数学班 2年 片岡 優
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1日目の夜には「宿泊体験館きこり」に宿泊した。施設自体や浴場がと

てもきれいで宿泊した部屋も大きかった。ほかにも、大画面のテレビや部

屋についているトイレも清潔だった。大広間で飲食やディスカッションを行っ

たが、大人数が入れる大きさで、活動が行いやすかった。また、フリー

Wi-Fiがあって快適だった。部屋の窓から見える池の景色や飯舘村の空

気は大田原では感じられないものだった。

3-6.宿舎

自然科学班 1年 後藤 敦哉
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2日目には復興についてのディスカッションを行った。そのディスカッション

の内容は復興を自分たちなりに定義するというものであった。その活動で

は、それぞれが持っている知見を共有し復興の定義を行った。この活動を

通して自分たちの福島に関する知識を深めることができただけでなく、今

後の復興について多角的に考え、考察をすることができた。昨年の活動

では体験と知識を得ることが中心だったため、今年は自分の意見を持ち、

共有する機会もあってよかった。

3-7.復興ディスカッション

自然科学班 2年 折井 孝浩
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白河高校と大田原高校の生徒が、班に分かれて東日本大震災から

の復興に関するディスカッションを行った。私は、このディスカッションを通じ

て、社会課題を自分事としてとらえ、真剣に考えている同世代が大勢い

るということを知ることができた。ディスカッション後は、班ごとに考えを模造

紙にまとめ、溝口先生、ふくしま再生の会の皆様をはじめ参加者全員で

共有した。課題を未来に先送りしてはいけないと強く感じるとともに、級友

たちの真剣な姿を見ることができたいい1日となった。

3-8.復興ディスカッション

有志 2年 星野 太杜
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この日、私たちが昼食として頂いたお弁当は、までい工房美彩恋人

（飯舘村）の方々が作ってくださった非常に温かみのあるものだった。この

お弁当のメニューは福島県の郷土料理や飯舘村で収穫された野菜の

料理などが主となっていて、前日の実習・体験活動や直前の復興ディ

スカッションで疲れていた私たちにとって最高のごちそうで、思わず笑顔が

こぼれた。このような飯舘村の方々の優しさにを忘れず、飯舘村のために

できることを考え、行動したいと思う。

3-9.昼食

天文班 2年 磯 怜我
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私は、飯舘村実地研修を通して、たくさんの学びを得た。東日本大震

災後、飯舘村は厳しい状況に直面したが、地域住民の方々の協力によ

り、復興を遂げることができたことを知り、感銘を受けた。私は実際に飯舘

村に足を運び、震災復興後とは思えないようなきれいな空気、土地、そし

て健康や安全に配慮した農産物などを見て驚いた。さらには復興の象

徴として、新たな魅力を発信していることにも心を打たれた。来年度も飯

舘村に行き、理解を深めたい。

3-10.振り返り

天文班 1年 筒井 森太郎
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私は、9月にこの伝承館を訪れた。ここに来て最初に魅せられたのは、

災害についての紹介映像だ。その迫力がとても印象に残っている。その

後、展示されていたものは、実物が多く、当時の凄惨な状況がわかった。

当時の災害は、忘れられることなく語り継ぐべきものである。伝承館は、そ

のことを伝えていくために、重要な施設だと感じた。今後もたくさんの人に

災害のことを伝えていってほしい。

3-11.東日本大震災
原子力災害伝承館

数学班 2年 中村 響
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4.飯舘村に関する研究
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令和6年度 栃木県立大田原高校SSC 飯舘村実地研修の記録

【編集後記】
報告書の作成にあたっては、多くの方々のご協力をいただきました。
まず、はじめに温かい挨拶文を寄せてくださった東京大学大学院の溝口教

授、東京大学の鈴木先輩、池田先輩に心より感謝申し上げます。また、各
活動の記録や感想を丁寧にまとめてくれた参加生徒の皆さんの協力がなけ
れば、この報告書は完成しませんでした。さらに、実地研修の現場で私たちを
温かく迎え入れ、貴重なお話を聞かせてくださった現地の皆様にも、この場を
借りて感謝の気持ちをお伝えします。
初めての報告書作成で、どのように構成するのか、誰がどの部分を担当す

るかなど、悩むことも多くありましたが、メンバーで相談しながら協力して形にす
ることができました。内容はもちろん、写真のレイアウトやデザインにもこだわり、少
しでも読んでくださる方に飯舘村実地研修の魅力が伝わりやすいものになるよ
うに工夫しました。 この報告書を通して、私たちの学びや思いが少しでも伝わ
れば嬉しく思います。

編集代表 磯

【発行元】

・作成・編集 ： 栃木県立大田原高等学校SSC飯舘村実地研修

報告書作成チーム

・編集メンバー ： 磯怜我 3年（代表）／郡司鉄郎 3年／髙野秀真 3年

・協力者 ： 飯舘村参加者

・監修 ： 加藤信行・安田さくら（栃木県立大田原高等学校 教諭）

・発行元 ： 栃木県立大田原高等学校

・連絡先 ： 〒320-0058 栃木県大田原市紫塚3丁目2651

TEL 0287-22-2042

・完成日 ： 令和7(2025)年6月12日

本書に記載の所属・学年は飯舘村実地研修実施時のものである。
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